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特別の事情のない 限り， 8 月 2 3 ～ 26 日の大会までに ，サーキ五一 ヲは 出しません。 

大会関係で参会者に 必要な情報は ，このサーキュー ラ M.g と ，前号 W8) にでておりま 

す 。 べつに，あ らかじめ大会出席申し 込みの方には ，大会委員会から 講演要目などの 印刷物 

がとど げ もれます 0 いままでの例では 当日参加者が 少たくあ りませんが，大会委員会にとっ 

ては，あ らかじめ出席者数が 判っていますと 予定がたて安いかと 思われます 0 御協力下さ 

い 。 すた初期発生にかける 細担 包ガ予約申し 込みについても 御注意下さい 0 

一     

  

I 第 4 回大会案内 
  

大会参加ならびに 講演申込みは ，それぞれ 約ヮ 0 名とる 0 名です。 学会事務局からの 申し 

出にしたがい ，新規の講演申し 込みは不可能てすが ，大会参加御希望の 方の受付けをひき っ   

ずいて行ないます。 インホーメーションサーキューラー @a,Q を御参考の つ え， 早 目にお申し 

込み下さい。 

  

  

  

イ 特別講演 : 次の 3 人の方々にか 願 い わたしました。 多数の方の御来聴を 期待しています。 

礫 1 日 ( 、 Q 月 2 5 日 ) 午后の予定てす コ 。 

講演 順 ①和田正姉㎝ 大 ・ 理 ， 植 ) 「光による細胞分裂の 方向制御」 

② 波磨 忠雄㎝ 大 ・ 理 ， 生 ) 「色素細胞の 分化とその展望」 

③岡田善雄族人・ 徴研 )  「 somatic  cel ls の融合と雑種形成」 

口 ，会場変更 : さきに大会会場を 九大理学部と 御案内いたしましたが ，会場の条件や 交通の便 

などを考え ， 「ホテル・ステーションブラザ」 ⑪ 鉄 博多駅双，福岡朝日ビル 内 ) に変更 ナ   
るよウ 準備をしています。 懇親会も同じ 場所 て 行ないます ( 「ホテル・ステーションプラザ」 

についてはインホーメージョンサーキューラー 妬 8 を ビ らんください ) 0 

ハ ，シンポジウムなどのために 会場を必要とする 万はその日時，人数などをできるだけ 早く 準 
  

一 Ⅰ - 



備委 。 こ ら 会場は九 学部内に準備いたします。 冷房設備 

のあ る 室 ど 多くあ りません。 この点はあ らかじめ御了承ください。 

ニ ・第 4 回大会および 関係日程 : 最終的な細部に 関しては参会申し 込みの方は大会委員会か 

ら郵送される 印刷物 てど寛 いただきますが．当日参加の 方々の便宜のため 現在内定の日程 

をか知らせ致します。 

時 間 
日 付 

甲 ア Ⅰ @0  Ⅰ @@  Ⅰ 2  Ⅰ る Ⅰ 4  Ⅰ 5  16  1i7  18  19 

8 月 2 4 日 役 員 会 
  

45 
8 月 2 5 日 一般講演 ・                     ，                 、       。 爽   

  
8 月 2 % 日 - 披講演 一般講演 (2 会場 ) 

  

  

ホ ．講演を低さる 方々 へ 

第 4 回大会の講演の 要旨は，大会委員会 て 「 ， 6 0 0 字相当の写真製版印刷物が 出されま 

すが，それとは 別に発生生物学誌に 掲載される原稿を 下記要領にしたがってかまとめの 上 ， 

一 必ず講演当日に 座長席 へか 渡し下さい。   

いままての大会の 例ですと，この 原稿がとどげられないので ，編集者が再三本人に 連絡 

しなければな 目な力ったり ，あ るいは要項に 正確にしたがⅠていない 原稿の場合第Ⅱ頁の 

かなりの 吉 l 扮 または第 2 頁のほとんどが 白紙のままになり ，印刷費，製本 費 がかさむだけ 

でなく不体裁な 出来上りに在る 等のことがかきています 0 お手数ても，要項を よ く御覧の 

- 上，原稿をおまとめ 下さい 0   

講演内容執筆要項 

1. 4 0 0 字詰 横書き原稿用紙を 用い，記述は 表題，著者名・ 所属機関名り 略記しないこ 

と ) 。 本文 ( 必要放ら次に 文献 ) の順とし，脚注として 著者名に大文字綴りと 欧文表題 

を %. けること。 



"-  ;" コ 

  

      
  

2. 刷り上りは 1 頁もしくは 2 頁とすること。 刷上り「頁の 場合は，本文 ( 文献記入の場 

合はそれを含めて ) 部分が厳密に 1,8 5 0 字以上 1,90 0 字以内にまとめること 0 刷 上 

9 2 頁の場合は第 2 頁は 2, 「 0 口 字 ～ 2,1 5 0 年分挿入できる。 

5. 図や写真の挿入がのぞましい。 面積縮尺率は 2/5 または 1/2 が好ましいので ， そ 

の点を考慮して 原因を用意されたい。 図 ，写真挿入の 場合には，刷り 上りの大きさに 応 

じて，その分だ け鰍 明文があ ればそれを含めて ) 2 項で述べた本文 めょび 文献 ) の 

字数を削減されたい 0  (1/4 頁 大が 5% 0 字分に相当 ) 

4, 文中欧文人名は 大文字で記入されたい。 まソ 。 生物の和名はカタカナで 学名には必ず 実 

線の アンダーラインをほどこすこと。 

5. 文献記入の場合は ，著者名・年号・ 掲載 誌名 ・ 巻 。 戸 縮まりと終りを 1 5 一 50 の 
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れた い ( 「 /4 大 て 数百円 ) 。 

また，刷り上りが「頁を 超えるときは ，超過印刷代を 著者に負担して 載     

Z  別紙は，実費著者負担で 作成ずるが， 5 口部単位とし ， 希襄 部数を原稿第 1 頁に必ず   

記入すること。 

Ⅱ 第 6 回運営委員会報告 

会長，運営委員攻撃後の 運営委員会は 4 月 5 日京都で開催さぬ た 。 出席者は団会長をは 

じめ，天野実，江上信雄，江口吾朗，大西奥 爾 ，岡田部八，川上泉，金谷晴夫，黒田行照， 

福 山正雄，竹内郁夫， 林 雄次郎，古谷雅樹の「 2 委員 ( 五十音順 )  0 飯野徹雄，山名清隆 

両 委員欠席 ) および，石崎，加藤岡幹事であ った。 主な討議内容は 次の通りであ った。 

1 ) 事務局構成 

a  幹事長 : 大阪市大理学部，生物の 柳 島 直彦氏にか願いすることになった。 

b  幹 事 : 会計担当の石崎 宏矩氏 ( 京都大・ 理 。 動物 ) , 庶務担当の加藤憲一 

氏 ( 大阪教育大・ 生物 ) は一応一年間重任することにし ，別に神坂 

盛一郎氏㏄ 阪 市立大・ 理 ・生物 ) に委嘱。 

一る一 

      

  



卜 大学とし，   十年間は変更しない。 

2) 委嘱役員会長。 運営委員改選に 伴 な 5 委嘱役員の変更は 当面，会計監査だけで ，印 

欧 両 誌の編集委員の 任期はる年のため ，欧文話編集委員の 5 ち ] 名 欠員になっている 分 

，につき 残期 (@ 年 りのみ補充することになった。 

a) 会計監査は厳 佐 耕姉 氏恢大 ・教養・ 生 ) および中村和成 氏榊 戸人・ 医 。 解 ) 

に 委嘱 

b  欧文詩編集委員 ( 補充 ) は大西奥縞 氏鰭 古屋大・ 理 。 生 ) に委嘱 

5) 和文誌の取扱いについて 

重要な変更が 提案された。 詳細は別記を 参照されたい。 

4) 欧文話の 件 

欧文語 (Development,Growth  ,Differentiation  略記 DGD) の前 @  ) 

身 であ る Embryologia の創刊者・佐藤忠雄博士に 対し，なんらかの 形で謝意をあ ら 

わしたいとい ヮ 意向が出された。 具体的な内容については 別記を参照されたい。 

5) 会計年度か ょび 役員任期について 

DGD の 各巻皓 1 号を「 @ セ 月頃 に出版できる よう にしたい 0 それには会計年度の 4 月「 

口から始まるどいつ 現行の制度より ，「 月 「日から新会計年度にたるよ ゥ にした方がよ 

い 。 1 月 1 日からの新予算をくむとすれば ，役員の改選 期を秋 (9 月待「 0 月 ) にし， 

新役員によって 予算案が作成されることが 望ましい。 そのため，今期の 会長，運営委員、 

の 任期を明年秋 (9 月 or l 口月 ) で終了するよ ウ にしたらどうかという 意見が強かっ 

た 。 このためには DGD の出版回数の 上での調整 と ，それにともな ゥ 予算措置等が 必要 

であ る。 

る ) 大会の件 

大会は多くの 会員交流の場として 大切にじたければならない。 このためには 魅力あ る 

大会のあ り方が何よりものぞまれる。 したがって，運営委員会としても ，このことを 充 
  

分 検討する必要があ ることが確認 亜 れた 0 そのために， 林 委員を中心として ，在京の若 

千の方々 (47 年度大会は東京で 行なわれる見込み ) で討議して裁き ，その内容を ，運 

営委員会に報告されることにたった。 

  7) サーキュラ二府 7 でか知らせじた 国際会議開催の 件について 

その後圃会長の 下で慎重に検討されたが ，主として経済上・ 運営上の理由に よ り 



    

  

見を寄せられた 方々にお礼を 申し上げたい。 

鱗 和文 誌 な発生生物学誌 ニの 取扱いについて 一 

報告と提案 

本学会刊行物の 一つ「発生生物学誌」を 今後どのよ ゥ に取扱ってゆくかについて ，運営 

委員会 (1 ワ 68 年度 ) の依嘱により 過去 2 年間，岡田節人，古谷雅樹， 柳島 直彦の三者 

により，また 和文話編集委員会 ( 上記 3 名の他，朝倉 昌 ，大西 英爾 ，山名清隆 ) で，慎重 

に 討議されて きた " それぞれの時点での 結論とその理由について ，総会であ るいはサーキ 

ュラ ー UK,5, 妬ア， № 8) で報告されてきた。 

和文 誌 委員会のぁ帝命 は ，現在の「発生生物学誌」は 廃刊した方がよいとい ウ ことであ っ 

たが ( サーキュラ ー M,8) , 和文話問題は 大きな問題であ るから改選後の 運営委員会とし 

ても和文話委員会の 提案を受け，さらに 検討した。 その結果， 8 日の総会で，下記 B の ょ 

うた提案を行な ウ ことになった。 和文誌の廃刊は ，会員にとって 大変関係の深いことでも 

あ るので，討議内容を 全会員におしらせしたい。 この討議内容に 関して，会員各位の 御意 

見 が学会 宛 寄せられることを 特にか願いしたい。 

(7 円中にかとど け 下さい。 宛先は大阪市住吉区杉本町 子 588  大阪市立大学理学部 

生物学教室 柳 高直彦 ) 

A  肘 離 内 容 

]. 学会誌としての 機能の面 : 最も重要な原著論文発表機能は ，欧文話 によ り多く依存し 

ている。 

現行の和文誌は 大会発表内容を 掲載している。 大会発表者以外でも 短軸釣報告が 可能 

になっているにもかかわらず ，利用者は現在まて 皆無であ った 0 この事実は和文誌の 原 

著報告訴としての 機能が切実に 求められているのではないことを 示している。 した知っ 

て ，和文話のあ り方の一つとして 原著報告よりむしろ レ ピューを主体としたものが 考え 

られる。 しかし，発生生物学関係の 諸問題は，本学会会員にとどまることなくより 広い 

層からも関心をもたれていることを 考慮する必要があ ろ ワ 。 和文話とは別に 本学会編と 

して総説を主体とした「学行木」刊行の 企画が意欲的に 実行に移されているのは ，その 

  よ ワな 配慮も含めてのことであ る。 

また，会員相互の 連帯のためには ，学会誌の形式でなく ，サーキュラ 一の拡大充実に 

一 5 一 

  



  

よるのがより 有効であ ると考えわれる。 

2. 会員権 利の面 : より多くの会員の 自由 牡 発表の場としての 学会誌は，たしかにあ る 彼 

割を持っている 0 しかしこの役割は 大会発表を中心とした 自由な計 論 により充分にはた 
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5 5 。 大会参加が出来ない 会員にも発表の 場としてこのよ ヮな 刊行物の利用を 可能にす 

ねば ，発表権 かよび交流の 意味を広く生かすことが 出来る。 

3. 学会の経済面から : 現行の会費の 使用区分は次の 表の通りであ るが，これは 算定上の 

規準であ って，実際は 和文講印刷代は 赤字となってかり ，また事務費 ( サーキュラ一印 

刷 ，郵送費，運営委員会費，事務補助人件費 かょび 事務通信連絡 費 等を含む ) も 不足と 

たっている 0   

種 別 会 費 
経 費 府 わ け   会員比率 

会話印刷費 事務費 遜谷 計約 500 名 ) 

和文話のみ 1, 必 0  0  円 2 0 0 月 7  0  口 円 @ ま f@@s:  1 ノ 4 

欧文 話 のみ 2,5 口 0 円 Ⅱ， 8  0  0   7 0 0 @34 ま l/4 

和 歌 面 詰 5,4 0 0 円 2,7  0  0 7 0 O ナ ゑ音 ; ヨミ ]/2 

赤字の部分は ，欧文誌の海外売り 上げ等に よ り ，かろゥ じて収支のバランスがとれて いるのが現実であ る。 したがって，和文誌を 廃刊することは ，経済面のみからみる と き 

  

  は プラス要因はあ ってもマイナス 要因は見出されない。 学会の費用が 主として欧文語 に 

依存⑱府会員からの 会費は出張費の 約 2 5c 。 o で ， 他は海外売り 上げか よび バックナン 

バー売り上げ ) しているとい ワ 状態はバロ 文誌 発行の有無にかかわらず 変 らないだ るウ 。 

B  運営委員会からの 提案 

前述の ょヮな 諸点を，個別的・ 総合的に討議した 結果，運営委員会としては ，総会で次 

のよ 9 な提案を行ないたい。 すなわち，第一に ，本学会は，欧文話 (Development, 

Growth,Differentiation ,DGD) , 「大会報告集」あ るいは「大会予報 集 」， 

サーキュラ ーか よび単行本を 刊行する。 第二に，全会員が DGD および「大会報告集」あ 

るいは「大会予報 集 」の配布を受ける。 第三に，会費は 全会員一律に 年額 3,50 0 円とし， 

従来のよ 9 な配布物のちがいによる 会費種別は設けない。 
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「この提案は 従来の会の運営からみるとたしかに 大きな変更であ る。 ことに " 和文 誌 の 

み配布を受けてきた 会員 " からみれば， DGD の配布を受けるとはいっても ， 塙い 会費 " 

になった印象を 受けられるであ ろ 5 。 運営委員会が ，この事情を 考慮 レ ながらも，なか 和 

文誌の廃刊とい ウ 結論に 致 ったのは，前項 A で述べたよ 9 に，大会時の 会員相互の交流の 

ためには，全会員に 配布される「大会報告集」あ るいは「大会予報 集 」の形がふさわしい 

と 考えられるからであ る 0 また，これと 関連して，Ⅱの 報告 (P 4) でふれた より に，会   

員の相互交流，連絡向上のために ， ぞ 大会の在り方彦をどの ょゥ にしたら よいか ， 現 

在 検討が進められている。 

「もちろん，いっぽ ウ において，国際的な 研究発表機関としての DGD の充実・発展の   

ためによ・ り 一層の力がそそがれるべさであ ろ ワ 。 このよ ウな DGD の全会員の配布が 大会 

の場においても ; よ り密度の高いみのりをもたらす 契機になることを 期待したい。 

「この提案は ，今後の学会の 在り方にとり 重要な意味を 持っている。 運営委員会として 

は ，この提案の 真意について ，全会員に考慮していただける ょゥか 願いしたい。 

Ⅳ の 瑛 D への佐藤忠雄教授記念論文募集について 

DGD 編集主幹 福 山 正 雄   

先般の学会運営委員会にかいて ， DRD の前身 Embryologia の主幹であ りました 佐 

佐藤忠雄教授が 7 0 オの 古希を迎えられるに 当り，学会として 記念と感謝の 意を表わすた 

め， DGD の一つの号に 記念論文を集めて 編集することが 決定されました。 佐藤教授は名 

  

古屋大学 御 退官後，東海女子短期大学で 引続き研究と 教育に当っておられ ぶ す。 

省みれば，日本発生生物学会の 創立に際して ，当時の発生学協会の 指導者であ り，   

接 mb 「 yologia の主幹であ らわれた同教授の 御協力が非常に 大きな カ となったことを 忘 

れることができません 0 現在の DGD が学会の欧文話として 発行されておりますその 根元 

は，昭利 25 年 Em Ⅱ bryoIogia を創刊し ， 営々苦心と努力を 続けて発生に 関する本邦唯 

一の欧文誌を 育成された同教授の 20 年間の功績であ ります。 この意味で上記の 決定が運 

営 委員会で行われた 次第であ りま す 。 

つきましては ，この決定に 従い， DGDVol,13, Aa,4 を次のよ ゥ にして編集したいと 存 

じます。 

一う ア Ⅰ @ 



      表紙にはとくに 記念 号 とは 

筆の予定 ) を入れる。 

2. 佐藤教授の記念論文として 登載するもの 

寸 。 

0 頁に同教授の 写真と記事 ( 会長歌 

の初 頁の下欄外に 小文字でその 旨を記 

  

従来の各号と 同様に普通に 寄稿された論文も 平常通り含ませる。 従づて 増頁した厚い 

号 となる。 

5. 記念論文のレ アヱ リ ー 扱いなどは通常の 規定に従㍉ 

4. 記念論文は印刷費を 著者または研究室にかなり 負担していただくい 頁 3,0 0 0 円 ～ 

4,0 0 0 円 程度 ) 。 

5. 原稿 ダ 切は ヮ月 1 5 日とする。 

以上のような 要項で進めたいと 思いますので 志 あ る方々の優れた 御 原稿を何寄せいただ 

きたく存じます。 
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本学会編の第 2 回目の単行本は 次の ょヮ な内容で近く 岩波書店から 発行されます。 第 4 

回大会時には ，持参出来る 見込みですので ，御希望の方はか 求め下さい。 ( 下記注意のこと ) 

第 l 章撫育 椎 動物の生殖巣成熟 ( 竹内重大 ) 

第 2 章 ヒトデ卵の成熟 と放卵 ( 金谷晴夫 ) 

第 3 章 精子運動のエネルギー 的背景 ( 柳沢富雄 ) 

第 4 章 卵割の物理学 ( 平本幸男 ) 

第 5 章 初期卵割 期 にかける高分子合成の 調節 鎮 軒裏 長 ) 

第 6 章 ウ ニ 胚のⅡ 轄り球 誕生から遺骨片細胞としての 成熟まで ( 国 隣磨 ) 

第 7 章 単離小割球および 第 1 次 間 充織の in  vitro 培養 ( 岡崎事代 ) 

第 8 章 坪化 酵素 ( 石田寿老 ) 

  

  



  購入希望の方へ : 同封振替用紙 ( 振込み代金不要 ) を用いて「， 1 00 円 ( 定価 1,300 円 ) 

を学会 宛 ( 京都 5 4 るる 2 ) 8 月 1 5 日造に申し込み 下さい。 ( ただし， 1 人 lH 冊に限る ) 

8 月 25 . 26 日の大会に参加される 方には，会場てお 渡ししますから ，振替用紙連絡 欄 

に大会出欠を 記入して下さい。 大会会場てか 渡し す る場合でもあ もかじめ振替用紙で 申し 

込み下さらたければ 割引き値には 在りません。 くれぐれも 御 留意下さい。 大会欠席の方に 

は 8 月中に郵送いたします 0 

  

  

Ⅵ 単袴局からのお 願い 

 
 

  

 
 

サーキュラー 原稿をか よ せ下さい : 会員相互の交流のために ，研究室紹介，研究上の 話題， 

その他の原稿をか よせ 下さい。 当面 4 0 0 字～ 1,1 2 0 字の範囲でか 願いします。 宛先は 

大阪市住吉区杉本町大阪市立大学理学部生物学教室 柳島 直彦とし，サーキュラー 原稿 と 

明記して下さい。 

会費納入か願い : 1 27 1 年度の会費は ，この す一 キュラ一で紹介された 提案 (P.6) と   

かしわりなく ，勿論従来通 - りです。 

( 和文話のみ… ],6nn 円 ，欧文語のみ… 2500n, 和歌 両誌 とも… 卸 00 円 )b できるだけ 早 

ぐ学会 宛 ( 振替番号 : 京都 51552) に 卦 とど け 下さい。 学会の経済状態はギリギりのところ 

でもあ り御協力か願い 致します。 同封振替用紙を 用いられ，かつ「初期発生における 細 

胞」の申し込みと 一緒になさる 場合は，通信欄に ，その 曲 明記下さい。 




